
令和７年度 ３年 音楽科 年間指導計画・評価計画 

１．目指す生徒像 

 

２．評価方法 

観点 ①知識・技能 ②思考・判断・表現 ③主体的に学習に取り組む態度  

主な評価方法 ・実技テスト 

・定期考査 

・プリントの記述内容 
・鑑賞文 
・実技テスト 

・定期考査 

・授業観察 

・授業の振り返りプリント 

・定期考査の復習 

・授業内容確認プリント 

 

３．年間指導計画・評価規準 

月 単元 時数 学習活動 ① ② ③ 評価規準（おおむね満足できる Ｂ） 

4 

5 

6 

7 

 

情景を思い浮か

べながら、言葉を

大切にして歌唱

しよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

曲種に応じた発

声を生かして、歌

唱表現を工夫し

よう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

音楽の特徴や背

景を理解して、そ

の魅力を味わお

う 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

曲想と音楽の構造や歌詞の内

容、背景との関わりについて

理解し、それらを生かした曲

にふさわしい歌唱表現を創意

工夫しながら歌唱する。 

 

 

 

 

 

 

 

音の音色や響き及び言葉の特

性と曲種に応じた発声との関

わりについて理解するととも

にそれらを生かした曲にふさ

わしい歌唱表現を創意工夫し

て歌う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

曲想と音楽の構造の関わり、

音楽の特徴とその背景となる

歴史との関わりについて理解

するとともに、曲や演奏に対

する評価とその根拠、生活や

社会における音楽の意味や役

割について考え、音楽のよさ

〇 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わりについ

て理解している。 

・創意工夫を生かした表現で楽曲を歌うために必要

な発声、言葉の発音、身体の使い方などの技能を

身に付け、歌唱で表している。 

・リズム、テクスチュア、旋律、強弱を知覚し、そ

れらの働きが生み出す特質や雰囲気を感受しなが

ら、曲にふさわしい歌唱表現をどのように表すか

について思いや意図をもっている。 

・楽曲の曲想と音楽の構造や歌詞の内容と関わりに

関心をもち、音楽活動を楽しみながら主体的・協

働的に歌唱の学習活動に取り組もうとしている。 

・声の音色や響き及び言葉の特性と曲種に応じた発

声との関わりについて理解している。 

・創意工夫を生かした表現で歌うために必要な発声、

言葉の発音、体の使い方などの技能を身に付け、

歌唱で表している。 

・リズム、速度、旋律を知覚し、それらの働きが生

み出す特質や雰囲気を感受しながら、知覚したこ

とと感受したこととの関わりについて考え、曲に

ふさわしい歌唱表現としてどのように表すかにつ

いて思いや意図をもっている。 

・声の音色や響き及び言葉の曲種に応じた発声との

関わりに関心をもち、音楽活動を楽しみながら主

体的・協働的に歌唱の学習活動に取り組もうとし

ている。 

・曲想と音楽の構造や曲の背景との関わり、音楽の

特徴とその背景となる歴史との関わりについて理

解している。 

・音色、リズム、旋律、強弱、構成を知覚し、それ

らの働きが生み出す特質や雰囲気を感受しなが

ら、曲や演奏に対する評価とその根拠、音楽のよ

さや美しさを味わって聴いている。 

学年末の到達目標「表現及び鑑賞の幅広い活動を度押して、音楽的な見方・考え方を働かせ、生活や社会の

中の音や音楽、音楽文化と豊かに関わる資質・能力を育成する」 

『知識・技能』…曲想と音楽の構造や背景などとの関わり及び音楽の多様性について理解するとともに、創

意工夫を生かした音楽表現をするために必要な歌唱、器楽、創作の技術を身に付けるようにする。 

『思考・判断・表現』…曲にふさわしい音楽表現を創意工夫することや、音楽を評価しながらよさや美しさ

を味わって聴くことができるようにする。 

『主体的に学習に取り組む態度』…主体的・協働的に表現及び鑑賞の学習に取り組み、音楽活動の楽しさを

体験することを通して、音楽文化に親しむとともに、音楽によって生活を明るく豊かなものにし、音楽に親

しんでいく態度を養う。 



 

 

 

日本の伝統音楽

の特徴を理解し

て、その魅力を味

わおう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

や美しさを味わって聴く。 

 

 

我が国の伝統音楽の特徴と、

その特徴から生まれる音楽の

多様性について理解するとと

もに、音楽表現の共通性や固

有性について考え、音楽のよ

さや美しさを味わって聴く。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

・曲想と音楽の構造や曲の背景との関わりに関心を

もち、音楽活動を楽しみながら主体的・協働的に

鑑賞の学習活動に取り組もうとしている。 

・我が国の伝統音楽の特徴と、その特徴から生まれ

る音楽の多様性について理解している。 

・音色、速度、リズム、旋律を知覚し、それらの働

きが生み出す特質や雰囲気を感受しながら、知覚

したことと感受したこととの関わりについて考え

るとともに、音楽表現の共通性や固有性について

考え、音楽のよさや美しさを味わって聴いている。 

・我が国の伝統音楽の特徴と、その特徴から生まれ

る音楽の多様性に関心をもち、音楽活動を楽しみ

ながら主体的・協働的に鑑賞の学習活動に取り組

もうとしている。 

9 

10 

11 

12 

パートの役割を

理解して響きの

ある声で合唱し

よう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本の伝統音楽

の特徴を考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伝統の音楽の特

徴を理解して、そ

の魅力を味わお

う。 

 

 

 

 

 

 

言葉の抑揚を生

かして創作表現

を工夫しよう。 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

曲想と歌詞の内容との関わ

り、声部の役割と全体の響き

との関わりに着目し、合唱の

表現の工夫をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本の伝統的な楽器の演奏方

法を知り、和楽器特有の音色

を味わう。また、実際に演奏

することで日本の伝統音楽の

特徴やよさについて考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

曲想と音楽の構造との関わり

について理解するとともに、

曲や演奏に対する評価とその

根拠について考え、音楽のよ

さや美しさを味わって鑑賞す

る。 

 

 

 

 

音階や言葉などの特徴や音の

つながり方の特徴について理

解するとともに、それらを生

かしたまとまりある創作表現

を創意工夫して音楽をつく

る。 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わりについ

て理解している。 

・創意工夫を生かし、全体の響きや各声部の声など

を聴きながら他者と合わせて歌う技能を身に付

け、歌唱で表している。 

・リズム、テクスチュア、強弱、構成を知覚し、そ

れらの働きが生み出す特質や雰囲気を感受し、曲

にふさわしい歌唱表現としてどのように表すかに

ついて思いや意図をもっている。 

・曲想と歌詞の内容の関わりや、声部の役割と全体

の響きとの関わりに関心をもち、音楽活動を楽し

みながら、主体的・協働的に歌唱の学習活動に取

り組もうとしている。 

・楽器の音色や響きと奏法との関わりについて理解

している。 

・創意工夫を生かした表現で演奏するために必要な

奏法、身体の使い方などの技能、創意工夫を生か

した、全体の響きや各声部の音などを聴きながら

他者と合わせて演奏する技能を身に付け、器楽で

表している。 

・音色、旋律を知覚し、それらの働きが生み出す特

質や雰囲気を感受しながら、知覚したことと感受

したこととの関わりについて考え、曲にふさわし

い器楽表現としてどのよう表すかについて思いや

意図をもっている。 

・楽器の特徴や基礎的な奏法に関心をもち、音楽活

動を楽しみながら主体的・協働的に器楽の学習活

動に取り組もうとしている。 

・伝統音楽の特徴と、その特徴から生まれる音楽の

多様性について理解している。 

・音色、リズム、速度、旋律を知覚し、それらの働

きが生み出す特質や雰囲気を感受し、音楽表現の

共通性や固有性について考え、音楽のよさや美し

さを味わって聴いている。 

・我が国の伝統音楽の特徴と、その特徴から生まれ

る音楽の多様性に関心をもち、音楽活動を楽しみ

ながら主体的・協働的に鑑賞の学習に取り組もう

としている。 

・創意工夫を生かした表現で旋律をつくるために必

要な、課題や条件に沿ったとの選択や組み合わせ

などの技能を身に付け、創作で表している。 

・リズム、旋律を知覚し、それらの働きが生み出す

特質や雰囲気を感受し、まとまりのある創作表現

としてどのように表すかについて思いや意図をも

っている。 



 

 

 

日本の歌のよさ

や美しさを理解

して、歌唱表現を

工夫しよう 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

曲想と音楽の構造や歌詞の内

容及び曲の背景との関わりに

ついて理解するとともに、そ

れらを生かした曲にふさわし

い歌唱表現を工夫して歌う 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

・言葉を基にイメージと関わらせて旋律を作ること

に関心をもち、音楽活動を楽しみながら主体的・

協働的に創作の学習活動に取り組もうとしてい

る。 

・楽曲の曲想と音楽の構造や歌詞の内容、背景との

関わりについて理解している。 

・創意工夫を生かし、全体の響きを聴いたり、他者

と合わせたりして歌う技能を身に付け、歌唱で表

している。 

・リズム、テクスチュア、強弱を知覚し、それらの

働きが生み出す特質や雰囲気を感受し、楽曲にふ

さわしい歌唱表現としてどのように表すかについ

て思いや意図をもっている。 

・歌詞が表す情景や心情、背景などに関心をもち、

音楽活動を楽しみながら主体的・協働的に歌唱の

学習活動に取り組もうとしている。 

１ 

２ 

３ 

ポピュラー音楽

の特徴を理解し

て、その魅力を味

わおう。 

 

 

 

 

 

 

仲間とともに、表

情豊かに合唱し

よう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

曲のよさをプレ

ゼンしよう。 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

ポピュラー音楽の様々なジャ

ンルから何曲か鑑賞すること

で、生活や社会における音楽

の意味や役割を考え、音楽の

よさや美しさを味わう。 

 

 

 

 

 

曲想と音楽の構造や歌詞の内

容との関わりについて理解す

るとともに、それらを生かし

た曲にふさわしい歌唱表現を

創意工夫して歌う。 

 

 

 

 

 

 

 

３年間で学習したことをもと

に、選んだ楽曲の音楽的な特

徴やそれから感じられる雰囲

気についてまとめ、プレゼン

テーションをする。 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

・音楽の特徴とその背景となる文化や歴史との関わ

りについて理解している。 

・音色、リズム、旋律、テクスチュアを知覚し、そ

れらの働きが生み出す特質や雰囲気を感受し、生

活や社会における音楽の意味や役割について考

え、音楽のよさや美しさを味わって聴いている。 

・ポピュラー音楽のリズムや音色、旋律、音の重な

りなどに関心をもち、音楽活動を楽しみながら主

体的・協働的に鑑賞の学習活動に取り組もうとし

ている。 

・曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わりについ

て理解している。 

・創意工夫を生かした表現で歌うために必要な発声、

言葉の発音、身体の使い方などの技能を身に付け、

歌唱で表している。 

・音色、リズム、テクスチュア、構成を知覚し、そ

れらの働きが生み出す特質や雰囲気を感受しなが

ら、曲にふさわしい歌唱表現としてどのように表

すかについて思いや意図をもっている。 

・歌詞の内容や曲想に関心をもち、音楽活動を楽し

みながら主体的・協働的に歌唱の学習に取り組も

うとしている。 

・選んだ楽曲の音楽的な特徴やその雰囲気と音楽的

諸要素の関わりについて考え、理解している。 

・音楽的諸要素を知覚し、それらの働きが生み出す

特質や雰囲気を感受し、生活や社会における音楽

の意味や役割について考え、まとめている。 

・楽曲の音楽的な特徴に関心をもち、プレゼンテー

ションの作成に主体的・協働的に取り組んでいる。 

 


